
2016年5月17日

http://www.kanematsu.co.jp/

（注）⾒通しに関する注意事項
本説明会・資料における当社グループの今後の計画・⾒通し・戦略等、将来に関する記載は、

当社が現時点において把握可能な情報をもとに判断したものであり、これらは様々なリスクや
不確実性が内在しております。

従って、経営環境の変化、未知のリスクの顕在化、およびその他様々な要因により、実際の
業績等の結果は⼤きく異なる可能性があることをご承知おき下さい。

なお、表示の数値は、億円未満を四捨五入しておりますので、個別数値と合計数値・増減額が
一致しない場合があります。
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１.2016年３月期 決算概要



１－１．2016年３月期ハイライト（Ｐ／Ｌ）
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✔ 当期利益は前期比18.1％の減益
✔ 減収減益なるも、当期利益は94億円を確保

売上高 11,171 10,628 △ 543

売上総利益 914 889 △ 26

営業利益 221 172 △ 49

経常利益 229 171 △ 58

税前利益 233 168 △ 65

当期利益 115 94 △ 21

(単位:億円) 前期対比15/3月期 16/3月期
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１－２．2016年３月期ハイライト（セグメント利益）
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✔ 食料、鉄鋼・素材・プラントセグメント低調により減益

6

＋３

△３６

営業利益 ５
為替差益 ８

営業利益 19
為替差益 15

＜ほぼ横ばい＞
ICTソリューション事業は、製造業向け取引が順調に
推移。モバイル事業も好調。半導体部品・製造装置事業
は、中国経済の停滞・スマホ部品需要減速のため苦戦。

電子・デバイス

＜増収増益＞
⾞両・⾞載部品事業は、⼆輪・四輪⾞⽤部品取引を中⼼
に推移。航空・宇宙事業は、航空機部品取引、宇宙関連
取引共に好調。

⾞両・航空

セグメント営業利益
（⾷料セグメントは為替益含む）

＜増収減益＞
⾷糧事業は、穀物、農産油脂取引の販売は堅調も、飼料
取引が苦戦。畜産事業が、前期比⼤幅減益。

⾷ 料

＜減収減益＞
エネルギー事業は、冬場の冷え込みを主因とする灯油・
重油の堅調な国内需要により順調に推移。
プラント事業は、工作機械・産業機械関連取引において
堅調に推移。鉄鋼事業は原油価格の低迷により主⼒の
油井管事業が落ち込む。

鉄鋼・素材・プラント



１－３．2016年３月期ハイライト（Ｂ／Ｓ）

© KANEMATSU CORPORATION All Rights Reserved 5

✔ 収益積み上げで自己資本は増加。自己資本比率は２1％超へ
✔ ネットＤＥＲは0.5倍まで低下

15/3月末 16/3月末 15/3月末 16/3月末
実績 実績 実績 実績

総資産 4,590 4,394 グロス有利子負債 1,361 1,352

純資産 1,187 1,219 ネット有利子負債 676 471

自己資本 901 933 ネットＤＥＲ 0.8倍 0.5倍

(単位:億円)

1株あたり純資産 214.1円 221.6円

自己資本比率 19.6% 21.2% ※ ⾃⼰資本＝純資産－非⽀配株主持分、 ⾃⼰資本比率＝⾃⼰資本 ÷ 総資産、
  ネットＤＥＲ＝ネット有利⼦負債 ÷ ⾃⼰資本

(単位:億円)

ＲＯＥ 14.2% 10.2%
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２.2017年３月期 ⾒通し



２－１．2017年３月期 ⾒通し

7© KANEMATSU CORPORATION All Rights Reserved

✔ ＩＦＲＳ／日本基準それぞれで増収増益を見込む
✔ 暖簾償却取り止め等により、日本基準比＋１０億円の良化

16/3月期 17/3月期 17/3月期
実績 ⾒通し ⾒通し

売上高 10,628 12,500 売上高（日本基準） 12,500
営業利益 172 210 営業利益（日本基準） 210

① 暖簾償却 △ 8 △ 16 ① 暖簾償却の取り止め ＋16
② ⾦融収⽀、他 △ 8 △ 12 ④ 特別損益、他 △ 6
③ 持分法損益 6 6 営業活動に係る利益（IFRS) 220
経常利益 171 205 ② ⾦融収⽀、他 △ 16
④ 特別損益 △ 3 △ 10 ③ 持分法損益 ＋6
税前利益 168 195 税前利益 210
当期利益 94 105 当期利益 115

＜日本基準＞
（単位：億円）

＜IFRS＞
（単位：億円）
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＋２７

２－２．2017年３月期⾒通し（セグメント利益）
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✔ 電子・デバイスは買収効果もあり、引き続き好調
✔ 前期不調の食料は畜産事業の回復を見込む

6

△４

△４

営業利益 ５
為替差益 ８

ICTソリューション事業は、日本オフィスシステムの統合
による効率経営の効果もあり、引き続き製造業向けに堅調
に推移する⾒通し。モバイル事業は、前期最高益のKCSと
ダイヤモンドテレコム社買収で⼤幅増益を⾒込む。

電子・デバイス

⾞両・⾞載部品事業は、⼆輪・四輪⾞⽤部品取引を中⼼に
堅調な推移を⾒込む。航空・宇宙事業は、今期⼤口取引が
⾒込まれていないため、微減となる⾒込み。

⾞両・航空

セグメント営業利益
（⾷料セグメントは為替益含む）

前期不調だった、畜産・飼料事業の相場回復による利益回復
を⾒込む。⾷品事業は、引き続き堅調に推移する⾒込み。

⾷ 料

エネルギー事業は、引き続き堅調に推移する⾒通し。
プラント事業も工作機械・産業機械関連取引で堅調な推移
を⾒込む。一方、北⽶での油井管事業は、油価下げ止まり
のため、前期に引き続き低調となる⾒通し。

鉄鋼・素材・プラント

＋２２
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３．VISION-130の⾒直しと進捗状況



３－１．VISION-130 目標の⾒直し
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✔ IFRS導入にあわせて利益目標を当期利益に一本化
✔ ２年間の進捗に応じて、自己資本／ネットDERを見直し
✔ 配当性向について、数値目標を明示

2014年5月発表内容 VISION-130 ⾒直し

連結経常利益250〜300億円
連結当期純利益150億円

⾃⼰資本1,000億円(ROE15%) ⾃⼰資本1,200億円(ROE12%)

ネットDER1.0倍台維持 ネットDER1.0倍未満維持

利益⽔準に⾒合った配当の実施
連結配当性向25%を目処とし、
安定的かつ継続的に実施

注）IFRS導入に伴い、利益目標は「当期利益」のみへ変更。

連結当期純利益150億円
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３－２．VISION-130 進捗状況（P/L）

11© KANEMATSU CORPORATION All Rights Reserved

✔ 2016年３月期（２年目）は着実に進捗も、営業利益／当期利益
は共に足踏み

✔ 2017年３月期（３年目）は、着実なステップを目指す

VISION-130中期経営計画

億円
＊17/3期以降の営業利益は

IFRSの「営業活動に係る利益」を記載



VISION-130中期経営計画

３－３．VISION-130 進捗状況（セグメント利益）
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✔ 電子・デバイスを中心に、収益拡大を進める
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車両航空 鉄鋼・素材・プラント 食料 電子・デバイス億円

＊17/3期以降のセグメント利益は
IFRSの「営業活動に係る利益」ベース
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億円 （VISION)

2015年3月末
（1年目実績）

2016年3月末
（2年目実績）

2019年3月末
（5年目目標）

連結自己資本 901億円 933億円 1,200億円
ネットDER 0.8倍 0.5倍 1.0倍未満
ROE 14.2% 10.2% 12.0%

VISION-130目標VISION-130目標

VISION-130中期経営計画
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✔ 昨年度に続き、営業ＣＦの範囲内で新規投資を実行
✔ ネット有利子負債は、在庫圧縮等の運転資金減少により、

大幅良化

VISION-130VISION-130

億円■営業CF ■投資CF（定期預⾦増減除く） ネット有利⼦負債減少額

有利子負債の圧縮から、積極投資へシフト

101



14/3月期 15/3月期 16/3月期 17/3月期

電子・デバイス 30 48 24 174

食料 0 4 20 -

鉄鋼・素材・プラント 0 0 0 -

車両・航空 0 5 0 -

その他 0 0 3 -

その他固定資産等 △ 18 25 2 -

投資キャッシュフロー 12 82 49 174＋α

（単位：億円）

VISION-130

中期経営計画

３－６．VISION-130 事業投資実績

© KANEMATSU CORPORATION All Rights Reserved 15

✔ 重点６分野＋新機軸を中心に積極的に事業投資を実行

101

15/3月期：日本オフィスシステム（13/3月期に連結
子会社化）を完全子会社化（総額27億円）

14/3月期：ベルディオHD買収（30億円）
16/3月期：アルファグループに出資（4億円）
17/3月期：ダイヤモンドテレコム社買収（174億円）

15/3月期：兼松日産農林を連結子会社化（15億円）
カンタツの転換社債・優先株引き受け（総額25億円）

６次化事業のビースマイルプロジェクトへの参画、
牧場の電子管理を⾏う「Farmnote」へ投資。

16/3月期：アジア進出支援ファンド（AZ-STAR）参画

本邦外⾷チェーンとインドネシア国内向けFC事業展開。
アジア向け飼料販売に向けた安定供給先との連携強化。

日系メーカー等の海外進出

TPP対応

技術支援（カメラ関連事業）

アジアの食市場

ICTソリューション

モバイル
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３－７．VISION-130 配当方針
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円 円

記念配当
１円含む

配当性向
10.7%

配当性向
14.7%

配当性向
22.4%

年間４円

年間５円

年間６円

配当性向
25%を目処

配当性向
22.0%

✔ 連結配当性向25％を目処に、安定的かつ継続的に実施
✔ １７年３月期の配当金は、１円増配の年間６円を予定

年間３円



３－８．VISION-130進捗（主要分野の取り組み）
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✔ 強みを有する得意分野に注力し、事業の横展開・深掘りを推進

ICTソリューション モバイル

アジアの⾷市場 北⽶シェール市場

グローバル・モータリゼーション 日系メーカー等の海外進出

得意４部門

電子・デバイス

⾷料

鉄鋼・素材・プラント

⾞両・航空

主要重点６分野＋新機軸

技術支援

ＴＰＰ対応

新機軸



３－９．VISION-130進捗（主要分野の取り組み）
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✔ 日本オフィスシステム（NOS）の機構改革を行い、
一層の効率経営を推進

ICTソリューション

主要⼦会社の兼松エレクトロニクス（KEL）は、2012年11月にNOSをTOB
で⼦会社化。2015年7月に100％⼦会社化
2016年4月より、⼤幅な組織変更を⾏いKELとの融和を進めることで、双方
の取引先の共有、SE・保守部門の効率化を推進、更なる利益率向上を図る
また、KELも「監査等委員会」を設置し、監督と業務執⾏を分離し迅速な
意思決定を実現
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経常利益推移
億円

ＫＥＬグループ内における
⼀層の⼈材交流促進

⼀体経営による
トータルＩＴサービスの提供

更なる安定した収益基盤の
充実と企業価値向上

機構改革の方針 KEL 新体制

監査等委員会以外の取締役
常勤 ６名：非常勤 ２名

監査等委員会の取締役
常勤 １名：非常勤 ３名

意思決定の迅速化と
ガバナンスの強化
注）6月開催の株主総会で承認予定



３－10．VISION-130進捗（主要分野の取り組み）
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✔ ダイヤモンドテレコムを174億円で買収。100％子会社に

モバイル

2016年4月１日付で、三菱電機の100％⼦会社のダイヤモンドテレコムを
当社⼦会社による吸収合併により連結⼦会社化
兼松コミュニケーションズ（KCS）と２社合算で携帯電話の販売台数は、
業界トップクラスのシェアとなる
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ＤＴ ＫＣＳ

経常利益推移
億円

全464店舗
2016年4月１日現在

北海道 40店舗
KCS：24 DT：16

優良な店舗網の拡⼤

関東甲信越 136店舗
KCS：71 DT：65

東海 47店舗
KCS：25 DT：22

関⻄ 79店舗
KCS：24 DT：55四国 48店舗

KCS：45 DT：3
九州・沖縄 36店舗
KCS：28 DT：8

中国 29店舗
KCS：13 DT：16

北陸 12店舗
KCS：10 DT：2

東北 37店舗
KCS：28
DT  ： 9
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引き続き40ドル近辺の推移を見込むも、2018年度
以降の回復に期待。

３－11．VISION-130進捗（主要分野の取り組み）
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✔ 油価下落に伴い引き続き軟調に推移

北⽶シェール

原油価格の⼤幅下落に伴い、北⽶シェール向けの油井管事業は⼤幅減益
WTI価格やリグカウントも低位推移しており、17年3月期も受注回復は
⾒込み難く、軟調な推移を⾒込む
現下の状況を踏まえ、油井管のねじ切り工場でレイオフを⾏い雇⽤を
抑制することで、需給環境の回復を待っている

WTI価格推移＄



３－12．VISION-130進捗（主要分野の取り組み）
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✔ セスナ社／公官庁向けの国内販売代理店権を獲得

サイテーションシリーズ Sovereign+

航空・宇宙ビジネス

これまでの防衛省向け⾶⾏点検機・救難捜索機、警察庁向け
ヘリコプター等の納入実績を評価され、セスナ社のベストセ
ラー・ジェット機サイテーションシリーズの公官庁向け国内
販売代理店権を獲得

⽼朽化した諸公官庁既存使⽤機体の入れ替え需要を⾒込む

先般、デルタ航空が１兆円で125機の⼤量
調達計画を発表したボンバルディア社新型
ジェット旅客機Cシリーズの国内販売代理
店として活動中

欧州を拠点に展開する航空機循環部品事業
会社の取扱い品目に、従来のボーイング
737部品にエアバスA320部品を追加

その他の航空・宇宙ビジネスの取り組み
受注実績 相手先

2015年10月 同シリーズの機体をベース
とした飛行検査機３機を
引き渡し

国土交通省向け
セスナ社

2015年11月 追加２機受注
2017年引渡し予定

国土交通省向け
セスナ社

2016年 5月 ヘリコプター２機を新規受注
（警察庁・警視庁からの

累計受注実績：30機）

警視庁向け
フィンメカニカ
（旧アグスタ）社



３－13．VISION-130進捗（主要分野の取り組み）
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✔ アジア進出支援ファンドの設立と、第一号案件の実行

日系メーカー等の海外進出

＜AZ-Star＞
● 2015年2月に設⽴
● 日本企業の優れた技術・サービスをアジア進出によって活性化し、

アジアの成⻑を日本国内に取り込むことを目的とする

あおぞら銀行（40%）

東京スター銀行（40%）兼松（10%）

エスネットワークス（10%）

（ファンド運営会社）

第一号ファンド（68億円）

【兼松 7億円】 【あおぞら銀行 30億円】 【東京スター銀行 30億円】

出資

管理・運営

【投資アドバイザー】
江丙坤氏（CTBC 高顧問）

2015年6月
プレミアファイナンシャル
サービス㈱の全株式を取得

日本全国の加盟店27,000社に
オートローンや⾞両部位の保証
を提供
2016年2月：現地パートナーの
イースタン・コマーシャル・
リーシング（ECL）社と業務提携
2016年５月：第三者割当増資
引き受け予定

第⼀号案件の実⾏



△ 2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 18/3期 19/3期

その他

セキュリティ機器

● 2016年 4月：新たな「中期経営計画」をスタート
● 2016年 6月：２円50銭の復配を決定
● 2016年10月：「兼松サステック株式会社」へ商号変更

（Support our Society with Technology：技術で社会をサポート）

３－14．VISION-130進捗（主要分野の取り組み）
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技術⽀援／カメラ関連事業

億円
セグメント利益の推移

マイクロレンズユニットの設計・製造

世界トップクラスの
携帯電話用マイクロレンズ製造会社

✔ 監視カメラ事業（兼松日産農林）の拡大
✔ マイクロレンズユニット事業（カンタツ）の拡大

●本社：栃木県矢板市
●海外拠点：中国、台湾
●当社出資シェア：27.8％（持分法適⽤会社）
●商品開発・設計〜⽣産まで、すべてのプロセスを内製化

●東証一部上場（証券コード：7961）
●当社出資シェア：52.8％
●事業セグメント：ジオテック（地盤改良）、木材加工、

セキュリティ機器、石油製品

●16年3月に新たに優先株を引き受け

スマートフォンの台頭により市場拡⼤

需要増 高画素化

スマートフォン・カメラ 高い技術⼒と製品レベルを誇る
カンタツ

積極的な増産投資により更なる事業拡⼤を図る



クラウド⽜群管理システム「Farmnote」を提供
するITベンチャー企業㈱ファームノートに出資
⇒牧場経営の“⾒える化”をサポート
ビースマイルプロジェクトの関連農場では、
既に採⽤が決定
⼤手養豚業者と豚⽤を共同開発中

３－15．VISION-130進捗（主要分野の取り組み）
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✔ ６次化産業の「ビースマイルプロジェクト」に参画

ＴＰＰ対応

九州で畜産業を営むカミチクと６次化事業ファンド「A-Five」と事業会社４社
と⾦融機関で６次化事業会社「ビースマイルプロジェクト」を設⽴
TPP本格導入を⾒据え、繁殖・肥育（１次）、カット加工・パッキング（２次）、
外⾷（３次）の６次産業全てを⾏うことで、独⾃の販売網を国内外に拡⼤し、
海外からの輸入製品との差別化を図る
当社は、TPPで逆風となる国内配合飼料の拡販と追い風になる輸入畜産物の
拡販を目指す

その他のTPP対応の取り組み



執⾏役員社外役員社内役員

３－16．VISION-130進捗（ガナバンスの強化）
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15/6末

＜本社＞
2015年6月に新たに社外取締役１名を選任し２名に。また、2016年４月より任意の
諮問機関として 指名委員会・報酬委員会も設置し、ガバナンス強化を図った。

＜グループ会社＞
上場グループ会社においても、６月の株主総会で承認を受け、監査役等委員会設置
会社へ移⾏し、ガバナンスの強化を図っていく方針。

ガバナンス強化の取り組み（本社） 監査等委員会設置（グループ会社）

取締役会 監査役会 執⾏役員

兼松エレクトロニクス
監査等委員会以外の取締役（常勤６名／非常勤２名）
監査等委員会の取締役（常勤１名／非常勤３名）
兼松日産農林
監査等委員会以外の取締役（常勤５名）
監査等委員会の取締役（常勤１名／非常勤２名）
ホクシン
監査等委員会以外の取締役（常勤4名／非常勤1名）
監査等委員会の取締役（非常勤３名）

✔ 本社・グループ会社でも、ガバナンス強化を進める



３－17．VISION-130進捗（直接市場からの調達）
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兼松株式会社第１回無担保社債 兼松株式会社第２回無担保社債
（社債間限定同順位特約付） （社債間限定同順位特約付）

発⾏額 50億円 50億円
利率 年0.40％ 年0.64％

平成31年3月8日 平成33年3月10日
（３年債） （５年債）

払込期日

発⾏登録枠

銘柄名

償還期日

平成28年3月10日

300億円（2017年3月24日まで）／発⾏済み社債100億円

取得格付
BBB （株式会社格付投資情報センター）

BBB+ （株式会社日本格付研究所）

共同主幹事会社
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社

みずほ証券株式会社

✔ 2016年３月に約22年ぶりとなる普通社債を発行
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Appendix
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Appendix１－１．連結経常利益の推移（78／3月期〜）
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最高益

構造改革計画

湾岸戦争勃発

リーマンショック

VISION-130億円

２４期ぶりに最高益更新

連結報告制度
の開始

15
/3

期

* 17/3期以降は税前利益を記載
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Appendix１－２．連結当期利益の推移（99／3月期〜）
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構造改革計画
当期損失▲451億円

リーマンショック
繰延税⾦資産の取り崩し

VISION-130億円 最後の保有権益の売却

減損会計導入

繰延税⾦資産計上

財務体質の健全化を進めた結果、
含み損を⼀掃し、当期利益は安定して推移
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Appendix１－３．⾃⼰資本と⾃⼰資本比率の推移
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億円
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億円
倍



Appendix２．兼松グループの事業概要
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セグメント 主要な事業 主要取扱商品 主要グループ会社

電⼦・デバイス 半導体部品・製造装置 半導体・液晶パネルおよび製造装置、電⼦モジュール・部材 兼松エレクトロニクス
電⼦機器・電⼦材料 プリンタおよび関連機器、リチウムイオン電池制御⽤モジュール 兼松コミュニケーションズ
ICT・モバイルソリューション 情報・通信関連機器およびサービス、携帯通信端末、 兼松テレコム・インベストメント

モバイルインターネットシステム・サービス 兼松日産農林
セキュリティ機器 防犯カメラ、レコーダー等各種セキュリティ機器 兼松アドバンスド・マテリアルズ

⾷料 ⾷品 缶詰・冷凍・ドライフルーツ、コーヒー、ココア、砂糖、ゴマ、 Kanemory Food Service
落花⽣、雑⾖、ワイン、加工⾷品、調理⾷品 兼松新東亜⾷品

畜⽔産 畜産物、⽔産物 兼松アグリテック
穀物・飼肥料・ペット⽤製品 ⼩⻨、⼤⻨、⽶、コーン、⼤⾖、⼩⻨加工⾷品、飼料、牧草、 兼松ソイテック

肥料、ペットフード、ペット⽤品 ノースペット
鉄鋼・素材・ 鉄鋼貿易 各種処理鋼板、シームレスパイプ Steel Service Oilfield Tubular
プラント 特殊鋼貿易 ステンレス、特殊鋼線材・条鋼 Benoit Premium Threading

国内鉄鋼・鉄鋼原料 鉄鋼製品全般、鉄鉱石、コークス 兼松トレーディング
原油・石油製品・ガス 原油、石油製品、LPG、排出権ビジネス 兼松ペトロ
機能性化学品、 リチウム電池原料、太陽電池関連部材、医薬品・医薬中間体、 兼松ケミカル
    ライフサイエンス 機能性⾷品素材、栄養補助⾷品 兼松ウェルネス
プラント・船舶 各種プラント、ODA案件、光ファイバー、 兼松ケージーケイ

電⼒・通信プロジェクト、船舶、船舶⽤機材
工作機械・産業機械 工作機械、産業機械

⾞両・航空 兼松エアロスペース

KG Aircraft Rotables

⾞両・⾞載部品 ⼆輪⾞、四輪⾞、⾞載部品、鋳鍛造部品、建設機械
新東亜交易

航空宇宙 航空機・ヘリコプターおよび部品、衛星・宇宙関連製品



Appendix３．主要連結⼦会社の状況（売上高・経常利益）
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(単位:億円) 事業内容 持ち分比率

売上高 経常利益 売上高 経常利益

兼松エレクトロニクス ICTソリューション 58.28% 599 61 600 63

兼松コミュニケーションズ モバイル 100% 1,340 30 1,397 34

兼松日産農林 セキュリティ機器等 52.88% 122 7 116 8

兼松新東亜⾷品 ⾷品・畜水産 100% 258 2 295 2

兼松アグリテック 飼料酪農 100% 128 2 135 1

兼松トレーディング 国内鉄鋼・鉄鋼原料 100% 402 3 334 3

兼松ケージーケイ 工作機械・産業機械 97.90% 468 13 542 12

兼松ペトロ 石油製品・ガス 100% 1,611 6 1,199 8

兼松ケミカル 機能性化学品 100% 178 4 171 6

新東亜交易 商社 100% 954 10 952 10

Kanematsu USA Inc. 海外現地法⼈ 100% 552 33 500 3

15/3期 16/3期



Appendix４．グループ会社の状況
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グループ会社の⿊字・⾚字会社数

グループ会社の⿊字・⾚字額

（単位：社）
国内 海外 国内 海外 国内 海外 国内 海外

⿊字会社 28 33 10 14 85 37 33 11 11 92 ＋ 7
（⿊字比率） 70% 67% 83% 88% 73% 86% 70% 100% 69% 79%

⾚字会社 12 16 2 2 32 6 14 0 5 25 ▲ 7

合  計 40 49 12 16 117 43 47 11 16 117 －

合計合計
前期対比

2016/3月期 2015/3月期 
連結子会社 持分法適用 連結子会社 持分法適用

（単位：億円）
国内 海外 国内 海外 国内 海外 国内 海外

⿊字額 65 20 9 2 96 77 9 4 2 92 ▲ 4

⾚字額 ▲ 4 ▲ 1 ▲ 0 ▲ 0 ▲ 5 ▲ 2 ▲ 4 ▲ 0 ▲ 0 ▲ 6 ▲ 1

合 計 61 19 9 2 91 75 5 4 2 86 ▲ 5

持分法適用
合計

2015/3月期  2016/3月期 
前期対比連結子会社 持分法適用

合計
連結子会社
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Appendix５－１． セグメント情報（電⼦・デバイス）

© KANEMATSU CORPORATION All Rights Reserved 35

セグメント利益（営業利益）

ICTソリューション事業は、製造業向け取引が順調
に推移。モバイル事業も好調。
半導体部品・製造装置事業は、中国経済の停滞・
スマホ部品需要減速のため苦戦。

16/3期 実績

17/3期 ⾒通し

（予）

15/3月期 16/3月期 17/3月期
(実績) (実績) (⾒通し) ⾦額 増減率

売上高 2,769 2,779 4,000 ＋ 1,221 ＋ 44.0%

営業利益 99 98 125 ＋ 27 ＋ 27.0%

(単位:億円) 前期対比

（⾒通し）

* 17/3月期の営業利益は「営業活動に係る利益」

ICTソリューション事業は、日本オフィスシステム
の統合による効率経営の効果もあり、引き続き
製造業向けに堅調に推移する⾒通し。
モバイル事業は、前期最高益のKCSとダイヤモン
ドテレコム社買収で⼤幅増益を⾒込む。
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Appendix５－２． セグメント情報（⾷料）

© KANEMATSU CORPORATION All Rights Reserved 36

億円

セグメント利益（営業利益*）

⾷糧事業は、穀物、農産油脂取引の販売は堅調も、
飼料取引が苦戦。
畜産事業が、前期比⼤幅減益。

16/3期 実績

（予）

* 為替差益込み

15/3月期 16/3月期 17/3月期
(実績) (実績) (⾒通し) ⾦額 増減率

売上高 3,077 3,231 3,700 ＋ 469 ＋ 14.5%

営業利益* 34 13 35 ＋ 22 ＋ 169.2%

(単位:億円) 前期対比

* 17/3月期の営業利益は「営業活動に係る利益」

（⾒通し）

前期不調だった、畜産・飼料事業の相場回復による
利益回復を⾒込む。
⾷品事業は、引き続き堅調に推移する⾒込み。

17/3期 ⾒通し
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Appendix５－３． セグメント情報（鉄鋼・素材・プラント）
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億円
セグメント利益（営業利益）

エネルギー事業は、冬場の冷え込みを主因とする
灯油・重油の堅調な国内需要により順調に推移。
プラント事業は、工作機械・産業機械関連取引に
おいて堅調に推移。鉄鋼事業は原油価格の低迷に
より主⼒の油井管事業が落ち込む。

16/3期 実績

（予）

15/3月期 16/3月期 17/3月期
(実績) (実績) (⾒通し) ⾦額 増減率

売上高 4,680 3,789 3,800 ＋ 11 0.3%

営業利益 73 37 33 △ 4 △ 11.3%

(単位:億円) 前期対比

* 17/3月期の営業利益は「営業活動に係る利益」

（⾒通し）

エネルギー事業は引き続き堅調に推移する⾒通し。
プラント事業も工作機械・産業機械関連取引で
堅調な推移を⾒込む。
一方、北⽶での油井管事業は、油価下げ止まりの
ため、前期に引き続き低調となる⾒通し。

17/3期 ⾒通し
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億円
セグメント利益（営業利益） ⾞両・⾞載部品事業は、⼆輪・四輪⾞⽤部品取引

を中⼼に推移。
航空・宇宙事業は、航空機部品取引、宇宙関連取
引共に好調。

16/3期 実績

（予）

15/3月期 16/3月期 17/3月期
(実績) (実績) (⾒通し) ⾦額 増減率

売上高 597 712 800 ＋ 88 + 12.3%

営業利益 28 31 27 △ 4 △ 13.2%

(単位:億円) 前期対比

* 17/3月期の営業利益は「営業活動に係る利益」

（⾒通し）

⾞両・⾞載部品事業は、⼆輪・四輪⾞⽤部品取引
を中⼼に堅調な推移を⾒込む。
航空・宇宙事業は、今期、⼤口取引が⾒込まれて
いないため、微減となる⾒込み。

17/3期 ⾒通し


